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の学年聞に，出 1種微動娠中高に 4つの大きな挫化が削iJtlJされた ν 之に封廃して， 6月23日，
7月3)日から 8月3日まで， 9月14日， 11月6，7日に各t最盛に淫して，火石を火口附近




棲日， ター Jレ火1爆費時に於ける両il震と爆護活動との開係に， ;j:1l似て1I佐この場合には地震
のft りに~~ 1 種微動が米仁るへき活動朗を疎告したものと見るべく， 高íl に~べfこ吾々の疎
想と一致してゐる。
































科のイ川正する事置ぞ勾lったE 11 ，-一一ー 守81 Sept.l 
が，其の観測値の正確度等に就いて多くの疑問が残つに。究の爆護活動期は若し統計の示
太陽黒勤良少期に来るものとすれば，昭和7年頃から初る筈と考へ，其の聞にす通りに，





昭和 7，8年の未曾有の大爆護活動朋が*て，9 月 4 日のJ，f~ 1火口l噴煙必口火として，，???
幸ひに始めて始んとう己全に諸種の観測値ぞ摘むことが出来た。
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火山爆護活動と火山微動地震との関係
第2闘に昭和 7年7月1日から笠8年12月31日に至る約 1年6ナ月閣の第 1，第 2，第




























GA型完成し，観測や開始するに，第2種微動平均遡矧が 5月には 4.08秒のもの 6月には
4.21秒に， 7月には 4.34秒， 8月には 5.84秒じとー犬山に増加lしれ泉溜内に爆護勢力と物












日の黒煙噴出活動の後柏\鎮静脈態ぞ績けたがII 月 7 口~~ 1火口内新火口から黒煙大噴出







になり，振幅も頓みに増大しすこ J 第 1種微動亦12月2日に 0.3tクロンのものが急増して
6 日には極大 0.78ミクロンに濯し，勝て減少に向ひ雪翌日には O目64tクロンになったc こ




ロンであつに。 19日に筆者が第 1火口西樫 1:に立って火口内与を望見しに時，第 1火口底の
ほ Y中央の火口坑頭に白赤熱の熔融熔岩がプカリプカリと約 l秒f立の週期で盛り上り沈み
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めた。一方第 1，第2種微動振幅はこの地震群費生後一ー 時同小値に落ち若いてゐたが l月
中旬から再び徐々に培しわJめに。 1月末再む急減して， 1月27日午後2時に月蝕の鎮静を
破って第 1火口爆琵火石を 300米の遠きまで噴出し仁。其後第 1火口は勢力支へることな
く(Hi問躍度の爆輩を 2月末まで日日繰返した。 1月30日じ第 1積微動娠幅 0.5lクロン
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減少しないどころか却って24日午前 51寺27分から52分までの慌か25分間に第 l種微動振幅







に減り初め28日正午には 7tクロ ンになっ7こ。之等微動振幅の大綾動に1針路して， 26日午
前 9時カ、ら俄然物凄い大爆護始まり，宣をさl()噸を超える j、焼行事li.旨 7-800米の遠きtこ飛し
た。霊27日:長も激しく重さ20噸に及ぶ熔岩塊ぞ屡t 南方600米の砂千里績に， 3噸程度の
ものは時に1000米の遠きまで飛ばした。 28日早践に到り第2火口爆震の強さ及び頻度とも
に大いに衰退減少したが向'l重さ 10噸程度の熔れ塊冶稀には 400米， 1， 2噸程度のもの
は800米の遠きまで飛ばす程度の爆穫が3月3日まで屡t 繰返されずこ。第2火口大爆震に
際しでも，特別に爆護勢力の増大ぞ示さなiJ・つf二第 1火口カ¥28日からZ!:に勢ひ加はり爆費
相績いて起り，重さ 1，2噸存度の熔れ塊そ 4--500米lこ，小熔山塊片は 1000米の遠ぎまで飛
ばす様になっfこ。之叉3丹3日までu陪同程度の爆控訴動ぞ鏑()tニ。
第3固に見る如く 28日から 3月2日までの3n 間は第 ltí~ 2務微動振幅に相官t大きな艶
動はあるが卒均して大韓同一値を保ってゐ?こものが， 3日に到って耐種微動振幅減少し初
め， 4日早践には雨種微動共に 3tクロシに減少し六 爆瑳勢力亦4日に入り著しく衰へ，
同日夕刻の爆穫を最後としてこの未曾有の大爆護活動期は終りぞ;'dt，翌 5日には爆費全
くなく唯火口底及び其周|到の鮫面の噴出物から多量の白担!が立騰るのみで、あった。
以上今期大活動の皮切わ昭和 7年 9月4[1の黒煙噴出に始って，霊8年 3月5日の最盛
期な過ぎ終に老衰朋に這入らうとする時までの目立すl経過を述べて91Uこが此慮で一纏めにし


































4月5日に至り第 J，第2火口の爆護叉始まり， 6日， 9日と可成り勢ひ激しく繰返され
にがやがて再び休止した。其後5月4-8日， 5月18-3フ日， 6月8-13日， 7月9-13日，
8月9-18日， 9月25-28日， 11月1-2fJ， 12月2-5日， 12月13日と 9回の爆瑳期が
締いにが，其活動努力はそ大々に階段的に衰退して，溶いに 12月 13 日の ~q 火 JJ爆設を最後















































波記録の最大振幅を以てしに。 3月4日午後5時 1分42砂の第 1火口爆護の後，第 l第 2
火口共に休み時々少量の白煙の立騰るぞ見るのみ。午後:')i1寺13分第3種微動記録され初め
急建に増大して 2J分の後には 3D(クロンで傾大値に達しすこ。 5時 45分 17秒に到り振幅









に到り休止し7:-0 6時33分に微動再び記録に現れ，最大 7tクロンに注しにが間もなく 6
時54分急減して記録祇から消えに。待つこと 6分， 7時o'Iì-に Ji~ 2火口大爆麓起り，大小
の爆龍之に績く。
この場合には節3種微動振幅殊の外大きく夫れのみ与を観測したが，昭和 8年 8月 17，18 
日の出 l火口爆護時に出 1， 5:í~ 2 稜微動に就いて~，j t~~の観測をなし全く相似の結果そ得



























5) 地震研究所業報 13(1935) pp. 629-(i.H， 790-800 
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